
森岡さんご夫婦

ほ場の写真
(ブロッコリー)

(なす)

◆
今
後
の
抱
負

自
然
農
法
的
な
考
え
を
こ
れ
か
ら
行
い

、
近
く
に
あ
る
も

の
を
有
効
利
用
し
て
地
域
の
環
境
を
守
り
た
い

。

◆
森
岡

(

も
り
お
か

）
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

豊
後
大
野
市
に
静
岡
県
富
士
宮
市
か
ら
Ｉ

タ
ー
ン
で
平
成
9
年
に
入
植
し

、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
水

稲
１
５
０
ａ

、
有
機
農
法
実
践
畑
１
５
０
ａ
で
年

間
約
5
0
種
類
の
野
菜

、
し
い
た
け
を
栽
培
し

、

経
営

。

大
学
卒
業
後

、
海
外
青
年
協
力
隊
で
タ
ン
ザ
ニ

ア
で
4
年
間
活
動
し

、
平
成
元
年

、
2
8
歳
の
時

に
富
士
宮
市
で
有
機
農
業
に
取
り
組
み
始
め

、

1
0
年
目
に
周
辺
地
域
の
宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら

、
大
分
県
の
説
明
会
を
受
講
し

、
現
豊
後
大

野
市
に
移

っ
て
来
た

。
Ｉ
タ
ー
ン
で
大
分
県
内
に

新
規
就
農
し
た
5
人
と

「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し

」
を

結
成
し

、
大
分
市
内
の
会
員
へ
有
機
野
菜
の
宅

配
・
販
売
し
て
い
る

。

有
機
農
業
体
験
民
泊
を
利
用
す
る
人
や
研
修
生

を
受
入
れ
て
い
る

。

◆
有
機
農
業
を
始
め
た
動
機

高
校
時
代
に
自
然
農
法
の
本
を
読
み

、
興
味
を

覚
え

、
大
学
で
は
農
学
部
に
進
み

、
卒
業
と
同
時

に
海
外
青
年
協
力
隊
員
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活

動
の
経
験
を
持
ち

、
帰
国
後

、
富
士
宮
市
で
有
機

農
業
を
始
め
た
が

、
1
0
年
の
間
に

、
周
辺
が
宅

地
開
発
さ
れ

、
有
機
農
業
が
難
し
く
な
り

、
豊
後

大
野
市
に
大
分
県
の
紹
介
で
平
成
9
年
に
入
植
し

た

。現
在

、
お
お
い
た
有
機
農
業
研
究
会
か
ら
認
定

を
う
け
て
い
る

。

◆
経
営
技
術
対
策

あ
い
が
も
を
利
用
し
て
米
を
１
５
０
ａ
で
生

産

、
ま
た

、
黒
米
を
道
の
駅

「
原
尻
の
滝

」
で
販

売
し
て
い
る

。

昨
年

、
初
め
て
ウ
ン
カ
が
発
生
し
た

。

農
業
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
は

。
近
く

に
あ
る
も
の
を
使
う
よ
う
に
し
て
お
り

、
雑
草

、

近
く
の
農
家
の
牛
ふ
ん
に
鶏
ふ
ん
を
加
え

、
土
壌

菌
で
ボ
カ
シ
肥
と
し
て
た
い
肥
を
製
造
し
て
い

る

。に
ん
じ
ん
や
ご
ぼ
う
を
自
家
採
取
し
て

、
利
用

し
て
い
る

。

◆
こ
れ
か
ら
有
機
農
業
を

や
り
た
い
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

有
機
農
業
を
始
め
る
場
合
に
は

、
自
分
の
信
念
を
持

っ

て
や
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

。
人
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る

。
有
機
米
を
買

っ
て
く
れ
る
消
費
者
に
は

、
自
分
の

生
産
の
考
え
方
を
説
明
し

、
納
得
し
て
く
れ
た
方
々
が

買

っ
て
く
れ
て
い
る

。

有
機
農
業
は
金
儲
け
で
は
な
く

、
食
べ
る
楽
し
み

、
自

分
の
人
生
を
楽
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

。

３
年
間
は
色
々
と
挑
戦
し

、
５
年
目
に
な
る
と
自
分
の

ス
タ
イ
ル
が
出
来
る

。

◆
主
な
販
売
先

主
に

、
大
分
市
内
の
消
費
者
向
け
の
宅
配
事
業
を

「
む
ぎ

わ
ら
ぼ
う
し

」
の
会
員
5
名
で
実
施

。
一
部

、
道
の
駅
で
の

販
売

。お
問
い
合
わ
せ

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
７
４
－
４
２
－
３
５
０
１

◆
病
虫
害
対
策

土
づ
く
り
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
で

、
病
害
虫

の
発
生
が
少
な
く
な
る

。
有
機
農
法
は
生
態
系
の

確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る

。

◆
苦
労
し
て
い
る
点

有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
る
と

、
雑
草
と
の
つ

き
あ
い
が
長
く
な
る

。
た
だ
し

、
敷
草
と
し
て
活

用
で
き
る

。

販
売
ル
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

、
有

機
農
業
や
有
機
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
あ
る

。

後
継
者
の
確
保
が
出
来
て
い
な
い

。

◆
消
費
者
と
の
交
流

毎
年

、
米
の
購
入
家
族
と
の
田
植
え
や
か
ぼ
す
採

り

、
秋
の
収
穫
祭
で
は

、
芋
掘
り

、
餅
つ
き

、
あ
い

が
も
鍋
な
ど
の
行
事
に
３
０
名
ほ
ど
が
参
加

。
チ
ラ

シ
を
宅
配
時
に
配
布

。

◆
有
機
農
業
体
験
民
泊

（
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
制

度

）ウ
ー
フ
と
呼
び

、
有
機
農
家
で
農
作
業
を
行

い

、
無
料
で
農
家
に
宿
泊
す
る
制
度

。

7
年
前
か
ら
実
施
し

、
今
ま
で
に
外
国
人
を
含

め
て
7
0
人
ぐ
ら
い
が
利
用

。

ホ
ス
ト
に
登
録
し

、
利
用
者
の
事
前
申
し
込
み

に
対
し

、
農
家
の
判
断
で
断
る
こ
と
が
出
来
る

。


